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学部ともに、「必修科目 21 時間」と「選修科目 7 時
間」の計 28 時間であった 26）。しかし、「新学制」
導入以降は、「必修科目」と「選択科目」に大別さ


























いる。その内実は、表 1 および表 2 の通りである。
まず、「全体必修科目」は、全学年 1 週 2 時間、
計 4 時間を履修する。「部分必修科目」は、1 年次
で 1 週 7 時間、2 年次で 1 週 5 時間、3 年次は 1 週
2 時間を履修することになっている。したがって、
































（8 − 12 時間）
家政学部
副専攻科目






































































アー）」（第 117 号、1907 年 10 月）や「衣服に就い
ての知識」（第 174 号、1909 年 1 月）、育児に関す
る「生母の乳なき小児は如何にして育つべきか」
（第 143・144 号、1908 年 5 月）、趣味に関する「色




桜楓会員の家庭）」（第 102・103 号、1907 年 6 月）
や「家庭経済につきて桜楓会員の経験談」（第 136・










号、1909 年 5 月）、「モンテッソーリ女史の教育法」
（第 217 − 226 号、1913 年 4 − 6 月）といった記事
に加え、学校教育の視点から家庭教育への示唆を与
える「幼稚園の教育と家庭の教育と」（第 147 号、



































































































































































































































































































































































































第 55 号、2012 年、pp.27-53。
 5）八大教育主張講演会とは、日本学術協会の主催




















『人間研究』第 51 号、2015 年、pp.15-21。この
他に、片桐芳雄による一連の研究も注目でき
る。例えば、片桐芳雄「成瀬仁蔵の魅力」『人





 8）1904 年 3 月 1 日から 16 日まで、『家庭週報』
の前身である「女子大学週報」が発行されてい
る。創刊号は、B4 版で 8 頁、定価は 3 銭で
あった。休刊・再刊・復刊を経ながら、1951

























『家庭週報』第 418 号、1917 年 5 月 25 日、1 面。
24）成瀬仁蔵「新学期に於ける学生の新生活（三）」
『家庭週報』第 419 号、1917 年 6 月 1 日、1 面。






自覚を要す」『家庭週報』第 410 号、1917 年 3




32）1907 年の『三つの泉』では 7 部（養鶏部を含
む）が記載されている。しかし、1904 年 7 月



















1904 年 7 月 23 日、3 面。
45）「桜楓会の一大発展」『家庭週報』第 80 号、
1906 年 10 月 27 日、4 面。
46）前掲書 44）、3 面。
47）同上書、3 面。「園芸部の昨今」『家庭週報』第
3 号、1904 年 7 月 23 日、5 面。
48）「養鶏に於ける初体験（つづき）」『家庭週報』
第 2 号、1904 年 7 月 9 日、5 面。
49）「実業部における実験」『家庭週報』第 9 号、
1904 年 10 月 15 日、5 面。
50）同上書、5 面。
51）前掲書 31、p.22。
52）同上書、pp.22-23。
53）同上書、p.73。
54）前掲書 7）、p.466。
55）渡辺英一「先生と桜楓会」渡辺英一編『日本女子
大学校創立者成瀬先生』桜楓会出版部、1948 年。
56）前掲書 31）、p.73。
57）前掲書 40）、6 面。
58）小山静子『良妻賢母という規範』勁草書房、
1991 年、pp.41-60、参照。
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成瀬仁蔵における「自学自動」の教育実践とその意義（齋藤慶子・渡邉巧）
